



今学期は、漢字教育実践を2回 担当して、漢字の読み方 と促音化について教えた。今 ま
で教壇 に立 ったことがない私にとって、教育実践はとても貴重な経験 になった。
r漢字指導」の授業を受ける前に、漢字の勉強は中国人にとって簡単す ぎて、受ける必要
がないと思 っていたが、実際に受講 したら、 自分が教師として漢字を教えるというより、
む しろ学生 としての勉強 はまだ不足だと感 じてきた。特に、筆順の ところだ。中国人は漢
字を書 くとき、草書で書 く人が多いが、点画をよく略 して筆順にあま り気にしない。だか




もし教師の筆順が正 しくなければ、学生も間違 った筆順を学んで しまったのだ。特に中国
人 日本語学習者にとって、筆順は簡単なことではない と思 う。中国と 日本 は全 く同 じ漢字
が非常に多い、 しか し、筆順が違う漢字も少な くない。漢字のr必 」 を例 とすると、中国
語 も日本語 も同 じくこのように書 くけれども.筆 順 は同 じではない。中国語の場合は、 ま
ずr心 」を書いて、そ して真中にrノ 」を書いてr必 」になる。 しか し、日本語の場合は、
「 」、「 」、「 」、 「 」、「必」の順で書 く。だか ら、漢字を教えるとき漢字そのものだ
けでな く、筆順を注意 しなけれぱならない。
もう一っ感 じたのは、中国人日本語学習者は日本語の漢字を読む とき、母語の影響で読
み間違う場合が多い ことだ。一回 目実践を担当す るとき、 日本語の漢字の読み方について
教えた。 日本語の漢字の読み方は、中国語の漢字の読み方 と似ている漢字が少なくない。
実践のr漢 字の読み方 を書きなさい」の練習問題 をす るとき、中国人学習者は漢字の中国
語の読み方を仮名で書いた人もい る。例えば、蒲団(ふ とん〉の読み方 にrぶ たん」と、
提灯(ち ょうちん)の 読み方にrて いとう」 と書いて しまった。 日本語 の漢字の読み方が
知 らないとき、中国語の読み方から推測 してはいけない とい うわけではないけれども、推
測 した読み方が確か に当てるかどうか、まず辞書を引いて確認 しなければならないと思 う。
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